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も
う
二
〇
年
以
上
前
の
話
で
す
が
、
あ
る
方
か
ら
「
挙
動
予
測
が
困
難
な
地

山
や
地
下
水
を
扱
う
に
は
現
場
で
磨
き
上
げ
た
第
六
感
が
重
要
で
あ
り
、
第
六

感
は
凡
そ
一
〇
年
真
摯
に
現
場
と
向
き
合
う
こ
と
で
自
ず
と
培
わ
れ
て
く
る
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
言
葉
が
妙
に
腹
落
ち
し
た
私
は
、
若
手

職
員
に
話
を
す
る
時
に
は
、
必
ず
こ
の
第
六
感
の
話
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ご
承
知
の
よ
う
に
、
人
は
生
ま
れ
た
時
に
は
誰
も
第
六
感
を
持
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
持
っ
て
生
ま
れ
た
五
感
を
フ
ル
稼
働
さ
せ
一
〇
年
程
度
か
け
て
真
摯

に
物
事
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
第
六
感
が
培
わ
れ
て
く
る
と
い
う
の
は
全

く
同
感
で
す
。
思
い
起
こ
せ
ば
、
私
が
入
社
し
た
時
代
に
は
、
こ
の
第
六
感
を

持
つ
大
所
長
が
多
く
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
特
に
、
地
山
の
異
変
を
感
じ

取
り
作
業
員
を
非
難
さ
せ
て
事
な
き
を
得
た
と
い
う
類
の
話
は
よ
く
聞
い
た
も

の
で
し
た
。
安
全
な
工
法
や
設
備
が
整
備
さ
れ
て
き
た
現
在
で
は
、
明
ら
か
に

現
場
リ
ス
ク
は
低
減
し
て
き
て
お
り
事
故
も
減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が

第
六
感
を
培
う
機
会
を
奪
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
感
じ
て
い
ま
す
。
現

場
リ
ス
ク
が
低
減
す
る
こ
と
は
良
い
こ
と
で
す
が
、
何
か
引
っ
か
か
る
も
の
が

あ
る
の
も
事
実
で
す
。

二
〇
〇
二
年
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
小
柴
昌
俊
先
生
も
、
輝

か
し
い
業
績
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
に
「
カ
ン
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

小
柴
先
生
は
「
カ
ン
を
磨
く
方
法
？
そ
れ
は
、
と
こ
と
ん
考
え
る
こ
と
。
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
面
を
検
討
し
て
、
脳
み
そ
が
搾
り
つ
く
さ
れ
ち
ゃ
う
く
ら
い
考
え

ぬ
く
。
す
る
と
、
当
た
り
が
良
く
な
る
。」
小
柴
先
生
の
研
究
内
容
が
ニ
ュ
ー

ト
リ
ノ
天
文
学
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
頭
で
考
え
抜
く
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
の
で
し
ょ
う
が
、
流
石
に
こ
れ
は
誰
に
で
も
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
素
晴
ら

し
い
才
能
の
賜
物
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
我
々
に
は
五
感
で
感
じ
取
れ
る
現
場

が
あ
る
の
で
す
。
現
場
と
向
き
合
い
、
見
て
、
聞
い
て
、
嗅
い
で
、
触
っ
て
、

感
じ
て
く
だ
さ
い
。
考
え
て
く
だ
さ
い
。
現
場
リ
ス
ク
に
対
す
る
第
六
感
を
培

う
こ
と
は
誰
に
で
も
で
き
る
の
で
す
。

人
口
減
少
や
労
働
力
不
足
等
の
国
内
に
抱
え
る
問
題
と
、
世
界
の
動
向
に

よ
っ
て
激
し
く
変
化
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
中
で
、
企
業
経
営
の
舵
取
り
も

困
難
を
極
め
て
き
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
状
況
に
お
け
る
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
と

な
る
の
が
、
や
は
り
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
第
六
感
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
誰
も

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
、
答
え
の
な
い
問
題
が
山
積
み
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
一
九
六
八
年
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
江
崎
玲
於
奈
先

生
の
言
葉
で
終
わ
り
ま
す
。
私
に
は
こ
の
言
葉
の
中
に
も
第
六
感
を
培
う
こ
と

に
繋
が
る
も
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。「
す
ぐ
れ
た
科
学
者
は
一
芸
に
秀
で
た
人

間
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
あ
ら
ゆ
る
視
野
を
兼
ね
備
え
た
教
養
人
で
す
。
こ

の
幅
広
く
、
多
角
的
な
視
点
を
持
つ
と
い
う
こ
と
が
、
創
造
性
の
原
動
力
に
な

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。」

第
六
感
、
あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か

巻

頭

言

西
松
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役
副
社
長

一
色

眞
人

表紙写真

胆振の米どころ厚
あつまちょう

真町（北海道勇払郡）

明治の開拓期から米作りが行われ、胆振の米どころと
して知られる厚真町では、平成30年の北海道胆振東
部地震により、大規模な山腹崩壊、道路の陥没や多く
のかんがい施設などに甚大な被害を受けましたが、暫
定的な農業用水の確保と厚幌導水路等の部分的な供用
により、被災後の令和元年から営農が継続されている。

写真提供　一般社団法人厚真町観光協会
撮影日　令和4年6月2日

3

巻
頭
言

第
六
感
、
あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か

西
松
建
設

一
色

眞
人

5

進
藤
金
日
子
参
議
院
議
員
レ
ポ
ー
ト

我
が
国
の
転
換
期
と
な
る

令
和
六
年
度
を
迎
え
て

7

参
議
院
議
員
宮
崎
雅
夫
活
動
報
告

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
改
正
に
お
け
る

土
地
改
良
と
建
設
業
界
が
担
う
役
割

9

座
談
会

平
成
三
十
年
災
か
ら
五
年
を
経
て

武
井

一
郎　
　

能
見

智
人　
　

鈴
木

光
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
村

和
平　
　

塩
屋

俊
一

23

菊
岡
保
人
の
水
彩
画
〜
細
部
に
思
い
を
こ
め
て
〜

25
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「
地
産
国
消
」
に
貢
献
す
る

vol.5

Ｊ
Ａ
紀
の
里
と
の
連
携
協
定
に
よ
る
農
産
物

の
販
売
促
進
と
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

竹
中
土
木

新
井

俊
行

29
蘇
る
大
地

道
後
平
野
を
潤
し
多
様
な
農
業
を
支
え
る
佐
古
ダ
ム

│
未
来
に
架
け
る
虹
の
用
水
の
思
い
を
継
い
で
│

西
松
建
設

松
本

雅
夫

35
女
性
リ
レ
ー
ト
ー
ク

ド
ボ
ジ
ョ
今
昔
物
語

東
北
農
政
局

杉
山

雅
美

37
土
地
改
良
切
り
語
り

第
40
回

農
業
生
産
の
経
済
性
と
土
地
改
良総

合
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

元
杉

昭
男

40
協
会
報
告

新
・
担
い
手
三
法
の
趣
旨
徹
底
に
向
け
て

60

国
営
事
業
地
区
等
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
学
生
支
援
事
業

70

我
が
社
の
技
術
Ｐ
Ｒ

児
島
湾
締
切
堤
防
排
水
樋
門
改
修
工
事
に
お
け
る

仮
締
切
工
法
の
開
発
と
施
工

大
成
建
設

遠
山

正
恭

自
動
走
行
技
術
の
開
発

熊
谷
組

飛
鳥
馬

翼　
　

北
原

成
郎

畑
本

浩
伸　
　

天
下
井
哲
生

76
現
場
代
理
人
レ
ポ
ー
ト

和
賀
中
央
農
業
水
利
事
業

鴻
池
組

小
野

義
之

77

問
わ
ず
語
り

78

く
ろ
す
お
ー
ば
ー

3土地改良　325号　2024.4 ●


